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シ ヨ ウ ジヨ ウ バ ェ の 比較 形 態学的研 究 V ．　 成虫の 中腸 の 旋回

岡 　田　 豎　 日　 （東 京都 立 大 学理 学部 生 物学教 室 ）

昭 和 29 年 1 月 19 日 受 領

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1． 緒 　　言 　　
．
　　　　　　　　　

°

　 シ ヨ ウ ジ ヨ ウ バ エ 威虫 の 食 性 とか 貪 物環 境 とか に嬰 す る比較 生 理 ・生態学的碍究
1）1）s）

は可 成 り進ん で 居

る が ．消化 器 官そ の も の に つ い て の 比 鮫形 態学 的 知 見 は 余 り 多 くな い 。 Strasburger 　
li） Nilller 拗 等 の

Dresop・hiJa　 melanogu ・t・r
・
に つ い て の intra−sp   iflCの 観察は あ る が ，

量nter −specific の 比 較 研究 tま殆 ど

ない よ うで あ る 。 著者 は シ ョ ウ ジ ョ ウ バ ェ 科 （Drosophiltdae ） 14 属 84 種 の 中腸 の 旋 ［亜
．2）有様を し ら べ ，

従 来 の 系 統 分類休 系 と の 関 連 や ， 食性 と の 関 係 に つ い て 考 禦を試 み た ワ 稿を 進 め る に 当 り 終 飴 懇切 な御指 導

を忝｝5 した森 臨 大 五 郎 教 授 に潔 謝 を捧 げ る 。

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II． 旋 回 麦 （C ）

　 シ ヨ ウ ジ ≡『ウ パ ヱ の 中腸 　（m 圭d−intestlne ） の 主 要部 で あ る 　proximal 　 ilユtest三ne 　lま， 組の 環 挺歪 目

｛CyclorrhaPha ｝の 双 翅 目昆虫に 見 られ る T｝
と同様 な，旋 厠 （convolution7 ）

，
　spiral21 ユ）

，
　coiling ＝ ）∫helix6 ＞）

を示 す が ． か か る旋 回 は lower　Diptera で あ る長角群 〔国 ematocera ）に は 見 られ 蹟 所 で あ 砿 渦 ．昆虫 全

体 か ら見 て も特 化 した形 式 で あ つ て ， 鞘翅 目の Tenebrionidae ゆ や Passalidae　lo） の 一部 の も の に見 ら
’

れ る に 過 ぎな い よ 5で あ る 。

　中 腸管が 体軸に 対 して 前 方 に 鰍 円弧 の 数 を 以 て ，旋 回 の 樫 躄を 示 す こ と と t． こ れ を 旋 匠度 （・・i1至ng

degree ，略符 C ） と名付け た （第 1 図 ）。 旋回度 の inter −specific の 姥較 を行 う前提 と し て，先ず intra −

specific の 変 異 を考 えね ば な らな い c 　Strasburger 恥 は Pr ・ 5妙 鰡 α tnelanogaster 　Melgen の 中腸 の 旋 回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 数 は 雌 よ り雄 の 方 が僅 か 少 い の を 見 た 。 彼 女 の

c　・ ＝

h同画画ゆ
　　　　 i51 2 25　　　　　3

　 Fig ．1．　 Diagrammatic 　 i恥 stration 　foゴ coliing

degree 　（C ）　of 　the 　prGx …ma 監　intestine　of

Dfosophil1dae （ventro −dextral 　aspects ）．

画 い た図 か ら C を求め る と雄 2．0
， 雌 2・5 と な

る D 著老 1よ四 国 佐 lll産 の 同種 の stock か ら雌 罐

各 50 匹 を選 ん で C を求 め た結 果 に 第 1 表 に 示

す 如 くで ．雌 雉聞 に は Strasburger の 見 た の と

同様 な ， 而 も有意嚢な 差が 認め られ た 。 か か る

事実がす べ て の 種 に 認 め られ る か ど 5 か は 断定

出来 ない と し て も， C の 計測 に 当 つ て は 雌雄両

者 を考憲 す れ ば 少数 の 個tts　S），計沒；で も或程度 差

亥 え な い と もい え よ   か か る便法 の 下 に 各種 の C を求 め それ を各 分類 群別 に ま とめ た も の が 第 2 表 で あ

ゐ D 用 い た種ぱ 既 報
14 陶 il二 準 じ ， 多 少 の 取 捨 を行 つ た 。

TaUe ユ・ Coi1ing　 degree （C ） of 　the 　 proxirnal 　 intestlne　 of

　Dr’・ soph 　i〜a
．
n ！t’lanog ・τSter 　Meigen ．　 　 　 　 　 　 　 、

モ 1 1
iin

2．0C2 ．5
　　　　　1
3，0
　　　　　i

mean ．d…f舞 rence iD ドS．蛉．．
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Table 　2，　 Colling　degree （C ）of 　each 　systematic 　group　of 　Droso ｝

　philidae ．　 n ： Nurnber 　 of 　 species 　 examined ．

Drosophi 工idae

1

Cryptochaetinae
A皿 iotinae
Drosophilinae ■一．．ユ

NeotanygastTella
N【工crodrq30Phila

（14g 帥 ・

（1gen ．）
c4　 gen，）
｛Sgen ・）

慧 ycodrosophila 　etc ・（3 　gen 　，）
Chymomyza 　　　　　　　　　　　　　　 ．
Scaptomyza 　a1 ユies 　　（2 　gen ＞
Drosophila ．

’
．．．．。．2

2PholadOTis
H ユr £ odrosophila

1）or5ilopha
Soi ｝hopho ユra ．．．．，．．。．3
］DroSophila 　s ●str ，．，4

・｛
　　　obscura 　 group
　　　melanogaster 　gr ・

　　　willts 七〇 ロ i　gr ・

・耄
　　　trilig 　section ●．噸●5

　　　uinaria 　seet ．●・・．・6

5

6

subtilis 　gr。
virilis 　g − ・

repleta 　 gr ・
Inela 了1ica 　gr ・
robusta 　gr ・

r】」  1grarls 　gr ．9

qulnarla 　gr ●
bizonata 　gr ．
teBtacea 　gr ・
皿 elanderi 　gz  

PO 上ychaeta 　 gr・
fun 　ebri3 　91L・
　guttifera 　9τ ．
ungTouped

n84c

167　

　

713

吃
」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　III． 旋 回 度 と系 統 分類体系 　　　 　　　　　　 　　　　　　
．

　消化器官 の よ らに 環 境 と密 接 な接触 の あ る 器 官 ii 分 類学 上有 意義な Criteria で は 無 い よ 引 こ 思 われ る

が，実 際に は種 h一の 動物群 に 於 て 分 類に用 い ら れ て 屠 り，特 に 魚類等 で は 種以下 の 分 類に 至 る ま で 可成 りの

重 要性が 認め られて い る
B）

。 従 つ て，旋回 度を 以 て 分 類体 系 を立 て る辜は 勿論危 険 で あ る が，従来 の系統 分

類体 系 と の 関 係 を考察す る事は 無 意義 で 無 か ろ う。 事実 下記 の 如 く可 成 り の 程 度 迄両 者 の 相 関 （C の 増大）

が 認め られ た ら

　　i｝　運 科聞 の C ： CryPtochaetina ，e （C ニ ユ．0）は幾多 の 原始的形質 を具 え る と 共 ｝こ 極め て 特殊 化 し た 形

質 を も兼ね具 え て い る
li ｝が ，・fゆ 2 亜 科 に 比 し C の 篋 は小 さU ・・ Ami ・tinae （2・4）は D ・・ sphilinae （2・4）

「

よ り原 始9“ID）と 云わ れ るが ，両 老の C の 値は 殆 ど等 しい 。

ii） ．属間 の C ・属間 の 系統 分類的関係 1．蜍 1・明ら か に さ れ て い な い ・ Dr ・・。philinae 中で t’X　Mi ・
’
・vd ”・s・−

phila（2．O），　Sc
・
aPt ・t・・or・．・ （1．9）等 は 小 S く，鈎 ・・げ・微 晒 ’・ （2・5）・P ・ ” ・ ・nblc ・drosophita （2・5）・

・D ・・sophita

（2．4）等 で は大 きい 。
ScaPtom ．vita（l！ypselo　thyrka を 含 む ）は 変 化に 冨む属で あ為が，　 C の 値 も変 異 が 大

（ 2 冫

N 工工
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きい c

　ili） P 厂 o ∫q瀕 面 属 の 亜 属聞 の C ： 昂 晦 伽 5砂 1〜瀚 （2．3），　 P97 葱 砂 葡 （2．0） で は小 さ く，　 Sophophora

（2．4）それ に っ ぎ， Phvladoi’is （2．5）．酬 り ∫，砺 な （2．5 ）で は最 もプく き い 。 こ の 関 係 は ．／ Patterson 及 び

Stone 恥
の 示 し た系統関係 と 並 行 す る （第 2 図 ）・

Fig、2．　 Systematic 　 relatio 皿 ships 　 il） the 　 genus

　 Droseがhi〜‘ヱ （mod ｝fied　 after 　 Patter§on ＆ Stone

　
’52） in　 relation 　 w 三rln　 the ‘‘

coiling 　 degree 　 of

　 proxlmal 　 intestine ”
　shown 　 in　brackets ．

　 　　　 iv） 種 群 鬻 の C ； Sqp加Phora 運 属 で

　　　 C−S．　obseztra 　＃ （2・2），
耀 〜覦 08 躍 8 厂 ．群 （2・4），

　　　 zviNitani 群 〔2．5）の 糾…：iに C の 値が 大 きい 。

　　　　　 　　　　　　 　　 P アη ∫（ゆ 配／α 亞 属 で は 　quinaria 　 sectlon
Stla5
）　 （2．6）の 方 が τ ’浦 ∫ sec ‡ion （2，2）よ り大

嘴 き く洛 ・ e ・ ti。 n 内 の 騨 閥 の 関係も亦

　 　P ・ tt… 。 ・ ・t　St・n ・ の 総 噺 と よ く

　　
一致す る （第 2 図 ）。

　　　 Y ）　亜 群髑 の C ： melanogaster 群
一
碍 よ

　　 ∫雌 融 ξガ 1拒群 ｛2．O），
　 takahasitii 亞 群 （2．2），

　　　　　　　　　　　　　 megano ．gaster 　1［t群 （t ．5〕，　 tnontittnt 亜群

　　　　　 　　　　　　 　　 〔2．5），ananassae 亜 群 （3，0）で ，最後 の 2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 者 が潼1に な つ て い る外 は ，著 者
13），粉 の 得 た

　　　　　 　　　　　　 　　 関係 と並 行する oebsczv
’
a 群 で は の ∫躍 r ロ

亜 群 （2．2） ‘朔 2〜∫∫ 亜 群 12．5）一’CJ　Sturtevant
．
9
め 考 え た 関 係 と一致す る よ か ξ あ る が ， 妖 加 65 亜 群 の 資

凝 がま だ 少い の で 稿を改 め て 考 察 した い 。

　 vi ｝　近 似種 間 の C ：
一一般 に 近 慨 の 種 ほ 近 似 の C の 檀 を 示 す の で ， な お 多 くの 統計 を経 た 上 で な い と 比較

が 露難な 場 合が 多 い o 強 い て 2
，
3 の 飼 を拳 げれ ば，obSCtsrn 亞群 の 中 で は D ．みψ r∫‘勲 加 ，　 D ．　 obSt

’
wra ，　 D ．

調 豌 5
，
D

， 押 厂 5 舳 ξ〜is
，　 P ・，〃 iranda 等 は C ＝ 2 で D ，‘71jbina だ け が C ＝3 を 斌 し た 。 夊 〃 聊 融 加 毘 群 の

中で は D ．．ficusphila，　 D ．　 7nf ）ntir ” n は C ＝ 2，　 D ．　 aura 厂 itl　type 　 A ，　 B 及 び C は C ＝ 2．5，　 D ．　 niPI 」onicra ，

D ．
堰 加 は C ＝3 と な つ た 。 こ の 関 係 は著者

畍
の 得 た Pha 】1孟c　 orgnes に 基 く分 類系 と並 行 す る 。

　 vii） 他 の 科 の C と の 比較 ： Dro 黔 phi 王idae　84 種 の C は 平 均 2、4 最 小 1．O
， 最大 3．  を 示 し た 。 本科 の

属 すろ 無樊翅類 （Acalyptrata ）の 他の 2，3 の 科 と 比 較 して 見 る と，　 Dryomyzidae 　LO ，　 Trypetidae 　 9）

1・5〜B
，
Sepsidae 　4・0，　 A 童lthomyii δae6 ｝ 3・5 等 で ，略 中庸 を保 つ と云 え る 。有 露麹 類 （Calyptrata ）は 所

謂 highest　 Diptera で あ 15が ， 著者 の し ら べ た 少数 の 鯛 と Graham −Smithfi） の 鰹 か ら計測 し た も の 等 か

ら ，　 Sartophagidae 　1・5A．3 ，　 Calliphor三da23 〜蔓．5，　 Mus ：id’ae 　2．5〜3 等 の 値を得 た っ 両 類 を通 じ て 最大

の 側 は Trypetldae い
に 見 ら才t る が，それ を の ぞ け ば C ＝ 1．O〜4．5 と な つ た ウ

Drosophi 董idae は 1まぼ 中庸

の 値 を示 す と云 身．る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 IV ． 旋圃 度 と 食 性

　 既 述 の 如 く AmiQtinae 　lよ原 始 的 亜 科 と され て 居 る も の で あ り乍 ら，　 C の 値が 可 成 り大 き く，Drosoph レ

linae 中 で 偉 MJ ・codi −
oso ．phiga．　 ParamLvcodt “

osophila ，　 Phoiadoris ， 9ttinaria　 sectio 皿 の 諸種 ，
豌 だ 〜f5

sectio1 中 の 　 robcrsta 群 ，　 S／teianica 群 ，　 SePhophora 　 rtitの P ．　 niPPonica 等 が ，比 較的大 きい C の 値を 示

す こ と は ，系緩的関係 以 外 に ， 食 性 と の 関聯 を 示 く如 く で あ る 。 RPち 之 等紘 一般に 果物 よ じもキ ノ コ や 樹 液

を 好 み
15 ）⊥8冫，果 物 traP に 1よ容易 に集 らな い もの が 多い o 著者

12〕は か つ て Ne 皿 atocera 中 の Rhyphidae

に 少 し く旋 回 の 発達 す る の を見 （C ； O．5 と な る ），夊 Fungivoridae は C ＝・G で は あ る が ，申腸 は 他 の 科 ｝こ

比 べ て 長 い の を見 た 。 之等 は共に．キ ノ コ に よ く集 る も の で あ つ て ，C の 大 き さ と中 腸 a｝長 さ と は 比 例 す る と

老 え られ る か ら，之等 の 科に 於 て も 上 記 の C と 蠶性 と の 闘 係 が あ ら われ て い る よ 5 に 思 わ れ る eKobayashi

9 ）
が ミ バ エ 科 Trypetidae の 3 亜科 の 比 較 か ら 得 た

‘‘

食 物 の 含 水量 の 多 い も の 程 中 膓 が 長   ・
”

とい ら 関係

（3 ｝
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は ，
シ ヨ ウ ジ ヨ ウ バ エ 1こ は 当 て は ま らず ， 却 つ て 寧 ろ逆 の よ 51こ も思 わ れ る 。 併 し既 述 の 如 く同一種 の 雌 雄

間 の C に差 があ る こ とは，両 者 の 攝食量や 真 の 食物 の 成分 に差 の あ る こ と を暗示 す る c シ ョ ウ ジ ヨ ウ パ エ の

成 虫は 糖 分 の み で 長 く生 存 出来 る が，産 卵 に は 酵 母 が必 要 で あ る こ と は 古 くよ り知 られ て 居 り
5），実 際 野外

に 於 て も feeding す る 場 合 と breeding す る 場 合 と で ，成 分 の 異 つ た樹 液に集 る種が 知 られ て い る
1）

。 雌

雄 間 の C の 相 違 h：　breeding の 有無 ，従 つ て 食 性 の 相 違 と関聯 す る こ と を此 等 の 事実は 物語 る も の で あ る o

異 種 聞 で は誘 爿 され る果物
3＞ や 酵母

2）
が異 る こ と が知 られ て 居 る が，其等 と C と の 関係 も或程 度存在 す る で

r　　　v＋　　　ぎ
あ わ つ 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 v ． 旋 回 形 式

　Strasbllrger 】T＞や MillerH ♪ が D ．η 〜♂〜o ’z9即 ∫’f ノ
・
で 觀 察 した旋回形 式 の 原則は ， 著者 の 見 たす べ て の シ ヨ

ウ ジ ヨ ウ パ エ に 当 は ま つ た 。 即 ち 右 腹面 か ら 見 た 場 合前半は 左 旋回 し後 半は 同 回数右旋 回する 。 且 つ 後 半 は

葡
』
トの 左背 則 （真 切 i二 あ る 。 但 し D ，melanogaster や D ．　ananassae で は稀に後 半 が前半 の 右腹 側に あ る

値 体 が あ つ た c 前者 に つ い て 云 えば雌堆各50匹中雄 ユ 匹雌 2 匹に か か る例 を 見 た 。 上 記 原 則は Strasburg？f

lT）
の 云 つ た 漾に，恐 ら く環 縫 亜 日特 に所 謂 tnuscoid　flies 全般に も通用 す る で あ ろ 5 。 夊 同 回数 の 迸 行

e）

は ・ 魚類 、S／’反 趨 有蹄 類
髻
等 の 脊椎動物や ウ ニ 類に も知 られ て い る断 で あ る 。 若 し 逆 行 しない で

一
方 向 に の

み 旋 回 す る 中揚 が あ る と仮 定 す る と，そ の 両 端 を 持 つ て 引 の ばす時 は
‘‘

ね じれ
”

を生 ず る で あ ろ ろ。 逆 行旋

図 型 O 腸 合 に に か か る
C‘
ね じれ

η

を生 ぜず，信体及 び系統 発生的 に見 た旋回 の 発達過程 を 矛 盾 な く表わ し て

い る と 考 え ら れ よ 鮎 更 に 複 雑 に 右 旋左 旋を 鑠 返す よ 5 な 諸 動物 の 中腸 で も，恐 ら く右旋左旋夫 々 の 合計数

は ほ ぽ 等 しい の 寄 ま無 か ろ うか 。 考えれ ば当 然 な こ と に違い ない が 案 外見逃 され て い る法 則 か も知 れ ない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 V エ． 摘　 　要 　 　　　　　　 　　　　　　 　　・

　 1．主 と し て 日 本 産 シ ヨ ウ ジ ョ ウ バ ェ 14 属 84 種 に つ き ， 成 虫 の 中腸 の 旋 回度を 比 較 した結果，従 来 の

系 続 分類 休系 と 並 行 して 旋回度 の 増大 す る 傾 向 を認 め た 。

　 2・一
般に キ ノ コ や 樹液を好む分類群 の 旋回度は ，果 物 を好む分 類群 の それ よ り大 きい 。

　 3・旋 回 の 形式に は 一定 り 原則 が認 め ら れ ， 前半 と後半 と の 旋回 は 邀 で 且 つ 旋 回数 は 等 しい 。 か か る 逆 行

が 他 の 種 々 の 動物群 に も見 ら れ る こ と に 注意を喚起 し，そ の 比較形態 ・系統発生 学的 意養 1こ つ い て 論 じた 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文 　　　献
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，
32 ；317−33  ．　　2）　IDa　Cunha ，　A ．　B ’

，　 Th ．

Dobzhansky 　＆ A ．　 Soko 戛of £ 　
’5ユ Evolution ，5 ； 97 −−101 ．　　　3）　 Dobzhangky ，　 Th ・＆　C ・　Pava 皿 ，
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　　　　　　　Comparative 　Merphology 　of 　the 　 Drosophi 】id　 F 蓋ies　V ，　 Co1】vo 正ution

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gf 　 tlle　Proximal 亙ntestine ］n 　 Adult 　F 圭ies

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TOyohi 　 OKADA

　　　　　　　Department 　of 　Blology ，　 Fa α エlty　 of 　Scle鈍 ce
，
　 Tokyo 　 Metropolita 皿 University

　　　The 　 manner 　of 　coiling 　 of　the 　 adu 虻 prox 量mal 　 in 亡estine 　 in　 84　 species 　 of 　 the 　 dro 洳 philid

flies　belonging 　 to　14　genera 　was 　comparatively 　 studled ．　 As 　 a 　 rule ，　the 　coils 　at 　t1｝e 　anteriQr

and 　the 　posterior 　halves　 ar 已 opposlte 　 in　direc ／tion
，
　 but　 subequal 　 in　 number ．　 The 　 members 　o £

prim 三tive　 systematic 　gr ・ ups 　 have 　usual ユy　 smaller 　 numbers 　 of 　Foi王s　 than 　 t1〕ese 　 o 董 advanced

one ＄
，
　 whiie 　 sap ．− or 　 fungus −feeders 　 tend ‡o 曲 ow 　 larger 　 nun ユber § of 　 co 三1s　 tban 　 fruit＿feeders ．

piscussi？11
．
vvas

　
m −ude ．

° n 　 tbe ° ccurrence ° f 「己 ve 「se 　
c °nv ・1・ti・ n ・ f　mid −rint

・ ・ t三n ・ n ・t 。nly 　in

Drosophilidae 　and 　other 　higher　 Dlptera ．　 but　also 　in　Echin   idea ，　 Pisces ，　 an 〔i　 eve 且 in　 Rumi −

nantla ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　日 本動 物學集 報 第 11 卷 第 3 號 原稿募集

　日本学術会譲 が 編集躓版 す る 日本動物学 集報 （Japanese　Journal　o 正 Zoology 丿第 11 卷第 3 号 の 原 稙

を募集 し ま す o 原稿が あ ま り集
．
ま ら な け れ ば 権利 を放棄 し なけ れ ば な らな い し，集 ま りす ぎ る と 全 部 出版 で

きな い こ と に な ら跨 と も限 り ま ぜ ん 。 こ の 点御諒承 の 上 原 稿を お よ せ 下 さい
。

1 ． 原稿 は英 ，．独 ，鼠語 の マ・ず れ か で 認 め ，1 行 お き i’こ二 きれ い に タ イ プ ラ イ ト した 完成 した形 の もの で あ

　　　　る こ と を要す る 。 図等に
・
つ い て に ， 日本鰍物学彙報 の 設 稿 規程 に 準挺 さ れ た い 。

　2 ， 原稿 は で き る だけ簡 潔 な も の に ざ れ 度 く ， 經 史酌 事 項 の 必 要∫メ上 の 記述 や ． 本文 中 に 引用 も し て な い

　　　　交獄 の リ ス ト を長 々 と つ け る こ と はや め られ た い 5 挿 図 ，鞭表等 も最小 限 に と ど め る こ と
。

　3． 原稿 は動物学 冨 究 連．緒委員 の 1 入に 提出 し，委員が 内容 ， 体裁 ，歐文 に つ い て 責 任を持 ち得 る こ と を

　　　　保註 し な け れ ば受理 さ れ な い e 委員が 提出を 勧奬 し た と い 5 だけ で ，実 際 に 目を通 さ な か つ た 原稿 も

　　　　受理 されな い つ

　 4． 源 稿 の 遵絡委 員提 出 の 締切は 昭 廂 29 年 9 月 15 日 と す る o

　　　　な お 連．鰭委 員 iu −
．

v
日本 戴物学 会評譲員全 員 の ほ か に 数 氏 が 加 わ られ る は ず 。 確 定 の 上 は 更 に 広告 す

　　　　 る o

　　　　　　’　　訂召禾薄　29　．tF・　5　月　29　口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本学術 会譲　宮地 伝 三 郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正 　 　　　 誤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 j

　本誌 63 卷第 5 号 の 斎 藤和 夫氏 の 論文 iIi　Kopec は Kopec に 訂 正 し ，
63 卷第 6 号 の 正 誤 中 Koppe6

は 創 除 。
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